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近畿北部の地殻活動 ～地殻変動連続観測のトレンド変化～

京都大学防災研究所地震予知研究センター

第１図 天ヶ瀬観測室における歪変化と日雨量（1999年１月～2006年4月）

第２図 逢坂山観測所における歪変化、地下水位と日雨量（ 1999年１月～ 2006年4月）

降雨からの地下水位推定値と
実測水位が大きくずれた
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近畿地方横坑内連続観測点４点の1999年１月～2006年4月の伸縮計記録を示す。
2003年初頭以来のトレンド変化はまだ継続している。

屯鶴峯では1年早くトレンドに変化が生じた、
と見ると、GEONETデータの解析結果と

整合する

第４図 屯鶴峯観測所における歪変化と日雨量（1999年１月～2006年4月）

第３図 阿武山観測所における歪変化と日雨量（1999年１月～2006年4月）

この部分
機器不良
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近畿北部の地殻活動 ～GPSデータでみる近畿北部のひずみ速度変化～

京都大学防災研究所地震予知研究センター

GEONETの各点の座標日値(F2値)から２点間の歪変化時系列を作り、その勾配の変化
を調べた。近畿全域の142点から、1999年からのデータがない新しい点や樹木で視界が
障害された時期のあるものなどを除外し、測線長40km以下を目安として、２点の組み
合わせ約550ペアの距離の日値を計算し、その後 以下の処理を行った。
まず、２１日を単位長としてその期間内の中央値(Median)を期間中央の日(11日目)の

データとする。期間を１日づつずらして新しい時系列を得る。これには原データのス
テップが保存されていることが多いので、2004年９月５日の紀伊半島南東沖地震に伴う

ステップや、各点のアンテナの異機種への変更に伴うステップをその後のデータをシフ
トさせる形で補正する。補正量は前後が滑らかにつながるように極近傍のみの直線近似
をしている。年周変化を補正するため、365日の移動平均をかけた滑らかなデータを差
し引いてドリフトを消去してから１月1日から12月31日までの期間で各年のデータをス

タッキングして平均する方法で「平均的年周変化」を求め、この値をステップ補正後の
データから差し引く。
このように得られた時系列を直線１～３本の回帰直線モデルに当てはめた。2001年か

ら2004年の間に直線の折れ曲がりが系統的に認められる地域として、丹後山地を含む新
潟神戸歪集中帯に当たる地域(第１図)で、2002年後半の北東-南西方向に縮み、北西-南
東方向に伸びの歪場の変化が起きていることが明らかになった。またこの時期に近畿の
他の地域では歪速度変化が生じておらず、この歪速度変化はこの場所に限られているこ
とが大きな特徴である。この４年間では、他に明らかに有意な変化として、2001年後半

に大阪・奈良・和歌山の府県境のあたる地域でも歪速度変化が検出され、これは屯鶴峯
観測所の横坑内伸縮計観測でも認められる。なお、ここは中央構造線が北側に折れ曲
がっている場所にあたる。
本稿の解析には国土地理院のGEONETデータを使用した。地理院ならびに関係者に謝意を表する。

（大谷文夫）

第１図 2002年７月～12月に歪速度変化が認めら

れた測線。緑枠内の測線は同一変化場にあると見
られる。

第２図 第１図の緑枠内地域の主ひずみパターン。同図に示された測
線の歪変化（第3図）の値から求めた。
（単位円と歪楕円[円からの偏倚量が歪に比例]で表現）
a.2002年前半まで、
b.前後の回帰直線の勾配の差から求めた、変化分の図
c.2003年以降
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地殻変動連続観測

丹波山地積算地震発生数

GPS基線歪

第３図下図 新潟神戸歪集中帯／丹波山地 地域（第１図 緑枠内）のGPS基線の歪の時間変化。

縦赤線が、２直線の回帰モデルで求められた変化時期。
最上図は片尾による丹波山地の地震活動度。
中段図は森井による天ヶ瀬観測室伸縮計記録(N 27.5°W)
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第２図 上宝観測所蔵柱観測室における歪変化と日雨量（2005年5月～2006年4月）

地殻活動総合観測線最近１年の観測結果
京都大学防災研究所地震予知研究センター

第１図 観測点位置図
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第３図 天ヶ瀬観測室における歪変化と日雨量（2005年5月～2006年4月）

第４図 逢坂山観測所における歪変化、地下水位と日雨量（2005年5月～2006年4月）

雨量計が黄
砂などの影
響で不良
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第５図 阿武山観測所における歪変化と日雨量（2005年5月～2006年4月）

逢坂山地下水
位変化に類似

機器障害

第６図 屯鶴峯観測所における歪変化と日雨量（2005年5月～2006年4月）
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第７図 宮崎観測所における歪・傾斜変化と日雨量（2005年5月～2006年4月）

第８図 伊佐観測室における歪・傾斜変化と日雨量（2005年5月～2006年4月）
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第９図 宿毛観測所における歪・傾斜変化と日雨量（2005年5月～2006年4月）

第10図 槇峰観測室における歪・傾斜変化と日雨量（2005年5月～2006年4月）
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第12図 串間・大隈，観測室における歪変化と傾斜変化（2005年5月～2006年4月）

第11図 高城観測室における歪変化と傾斜変化（2005年5月～2006年4月）
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